
渡
邉
卓
提
出
学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

『
国
学
に
お
け
る
上
代
文
学
研
究
の
方
法
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

渡
邉
卓
提
出
論
文
『
国
学
に
お
け
る
上
代
文
学
研
究
の
方
法
』
は
、
国
学
の
成
立
期
か
ら
近

代
国
学
に
至
る
上
代
文
学
を
通
し
た
研
究
の
方
法
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
我
が
国
に
漢
字
が

渡
来
し
た
こ
と
に
よ
り
、
文
字
文
化
が
成
立
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
上
代
に
お
い
て
文
献
は

す
べ
て
漢
字
を
用
い
て
書
か
れ
、
そ
の
漢
字
の
利
用
も
、
純
粋
漢
文
、
和
漢
混
交
文
、
万
葉
仮

名
な
ど
の
よ
う
に
多
様
な
表
記
形
式
を
持
つ
。
当
初
は
漢
文
に
よ
る
文
章
を
綴
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
が
、
次
第
に
漢
字
（
漢
語
）
で
書
か
れ
て
は
い
て
も
、
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
銘
な
ど
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に
見
る
よ
う
に
和
語
表
記
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
に
は
漢
語
を
和
語
に
訓
読
す
る

も
の
も
見
え
る
。
こ
れ
は
漢
文
・
漢
語
を
用
い
な
が
ら
も
、
和
語
を
現
す
こ
と
へ
と
向
か
う
段

階
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
、
列
島
の
中
の
話
し
言
葉
が
日
本
語
（
や
ま
と
言
葉
）

で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
う
し
た
和
語
化
へ
と
向
か
う
状
況
は
、
上
野
三
碑
や
近
時
の
出
土

木
簡
な
ど
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
、
上
代
文
献
の
成
立
は
渡
来
し
た
漢
字
を
利
用
し
て
、
漢
文
を

書
く
の
と
は
別
に
、
自
国
言
語
を
表
記
す
る
歴
史
で
も
あ
っ
た
。
漢
語
と
和
語
と
の
関
係
は
、

自
ず
か
ら
書
く
こ
と
と
訓
む
こ
と
と
が
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
上
代
文
献
は
漢
字
で
書
か
れ

な
が
ら
も
、
和
文
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
和
文
と
し
て
理
解
さ
れ
る
た
め
の

行
為
が
「
訓
読
」
で
あ
っ
た
。
上
代
文
献
に
と
っ
て
「
訓
読
」
は
中
国
語
を
訓
む
た
め
の
方
法

で
は
な
く
、
日
本
語
を
理
解
す
る
た
め
の
方
法
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

本
論
文
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
出
発
し
た
上
代
文
献
を
、
ど
の
よ
う
に
「
国
学
」
と
い
う
学

問
と
し
て
成
立
さ
せ
、
ま
た
そ
れ
を
継
承
し
た
の
か
を
問
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
全
体
の
構
成
は
「
序
論
―
本
研
究
の
視
点
と
構
成
」（
第
一
節
「
研
究
史
と
訓
読
」
第
二
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節
「
国
学
と
は
何
ぞ
や
」
第
三
節
「
国
学
と
儒
学
」
第
四
節
「
国
学
と
国
文
学
」
第
五
節
「
本

研
究
の
構
成
」）
に
続
い
て
、「
第
一
部

国
学
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
研
究
」「
第
一
章

上
代
文
献
の
訓
読
と
『
日
本
書
紀
』
研
究
」（
第
一
節
「
は
じ
め
に
」、
第
二
節
「『
日
本
書

紀
』
の
訓
読
」、
第
三
節
「『
日
本
書
紀
』
講
筵
と
『
日
本
書
紀
私
記
』」、
第
四
節
「
紀
伝
道
・

明
経
道
」、
第
五
節
「『
日
本
書
紀
私
記
』
と
近
世
国
学
」
第
六
節
「
お
わ
り
に
」）、「
第
二
章

注
釈
史
と
『
日
本
書
紀
抄
』
の
成
立
」（
第
一
節
「
は
じ
め
に
」、
第
二
節
「『
日
本
書
紀
抄
』

の
成
立
と
形
態
」、
第
三
節
「『
抄
物
』
と
中
国
の
『
抄
』、
第
四
節
「『
抄
撮
の
学
』
と
『
日
本

書
紀
』
注
釈
」、
第
五
節
「『
日
本
書
紀
抄
』
と
『
日
本
書
紀
纂
疏
』」、
第
六
節
「
お
わ
り

に
」）、「
第
三
章

後
抄
本
『
日
本
書
紀
抄
』
の
注
釈
と
本
文
」（
第
一
節
「
は
じ
め
に
」、
第

二
節
「『
兼
倶
』
と
『
宣
賢
抄
』」、
第
三
節
「
後
抄
本
『
宣
賢
抄
』、
第
四
節
「『
宣
賢
抄
』
の

『
日
本
書
紀
』
本
文
」、
第
五
節
「『
宣
賢
抄
』
の
展
開
と
伝
播
」、
第
六
節
「
お
わ
り
に
」）、

「
第
四
章

荷
田
春
満
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
と
卜
部
家
」（
第
一
節
「
は
じ
め
に
」、
第
二
節

「『
卜
部
家
神
代
巻
抄
』
上
巻
」、
第
三
節
「『
先
代
旧
事
本
紀
』
論
」、
第
四
節
「『
一
書
』
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論
、
第
五
節
「『
凡
三
神
』
論
」、
第
六
節
「
訓
読
」、
第
七
節
「
お
わ
り
に
」）、「
第
五
章

荷

田
春
満
の
『
仮
名
日
本
紀
』」（
第
一
節
「
は
じ
め
に
」、
第
二
節
「
春
満
の
著
述
と
『
日
本
書

紀
』」、
第
三
節
「
書
写
さ
れ
た
『
仮
名
日
本
紀
』」、
第
四
節
「
春
満
の
注
釈
に
顕
れ
る
『
仮
名

日
本
紀
』」、
第
五
節
「
春
満
の
『
仮
名
日
本
紀
』
の
特
徴
」、
第
六
節
「
春
満
著
述
親
盛
本
」、

第
七
節
「
お
わ
り
に
」）、
第
六
章
「
荷
田
春
満
自
筆
『
仮
名
日
本
紀
』
諸
本
」（
第
一
節
「
は

じ
め
に
」、
第
二
節
「『
仮
名
日
本
紀
』
諸
本
」、
第
三
節
「
春
満
自
筆
本
と
三
手
文
庫
本
」、
第

四
節
「
荷
田
春
満
と
今
井
似
閑
」、
第
五
節
「
春
満
自
筆
本
と
諸
本
」、
第
六
節
「
お
わ
り

に
」）、「
第
七
章

荷
田
春
満
と
賀
茂
真
淵
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
」（
第
一
節
「
は
じ
め

に
」、
第
二
節
「
春
満
の
『
仮
名
日
本
紀
』」、
第
三
節
「
賀
茂
真
淵
の
『
日
本
紀
訓
考
』」、
第

五
節
「
お
わ
り
に
」）、「
第
二
部

近
代
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
研
究
」「
第
一
章

武
田
祐

吉
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
」（
第
一
節
「
は
じ
め
に
」、
第
二
節
「
國
學
院
大
學
の
武
田
」、
第

三
節
「『
日
本
書
紀
』
関
連
の
著
作
」、
第
四
節
「
武
田
の
『
日
本
書
紀
』
訓
読
文
」、
第
五
節

「
宣
長
と
の
関
わ
り
」、
第
六
節
「
お
わ
り
に
」）、「
第
二
章

折
口
信
夫
の
『
日
本
紀
の
会
』
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と
『
日
本
書
紀
』
研
究
」（
第
一
節
「
は
じ
め
に
」、
第
二
節
「『
日
本
紀
の
会
』、
第
三
節
「
折

口
の
論
証
」、
第
四
章
「
折
口
の
訓
読
と
『
仮
名
日
本
紀
』、
第
五
節
「
ま
れ
び
と
論
」、
第
六

節
「
お
わ
り
に
」）、「
結
論
」
に
よ
る
。

第
一
部
「
国
学
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
研
究
」
は
、
八
世
紀
に
成
立
し
た
『
日
本
書
紀
』

か
ら
、
近
世
の
研
究
状
況
を
通
し
て
国
学
的
な
も
の
が
ど
の
よ
う
に
取
り
出
せ
る
か
と
い
う
こ

と
と
、
そ
の
研
究
の
方
法
論
が
論
じ
ら
れ
る
。
第
一
章
「
上
代
文
献
の
訓
読
と
『
日
本
書
紀
』

研
究
」
で
は
、『
日
本
書
紀
』
が
漢
字
を
使
用
す
る
こ
と
で
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
に
属
す
る
も
の

で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
訓
読
す
る
と
い
う
方
法
が
現
れ
る
こ
と
、
こ
の
訓
読
は
漢
文
を
読

み
解
く
た
め
の
方
法
で
は
な
く
、
和
語
を
漢
語
で
表
現
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
る
こ
と
を
論
じ

る
。
ま
た
『
日
本
書
紀
』
の
訓
読
は
奈
良
時
代
に
始
ま
る
講
筵
に
よ
り
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
方

法
の
中
心
は
紀
伝
道
や
明
経
道
に
よ
る
中
国
訓
詁
学
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
中
国
の
注
釈
方
法

が
『
日
本
書
紀
』
研
究
に
応
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。

第
二
章
「
注
釈
史
と
「
日
本
書
紀
抄
」
の
成
立
」
で
は
、『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
の
方
法
に
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類
書
と
し
て
の
機
能
が
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
検
証
し
、「
日
本
書
紀
抄
」
の
よ
う
な

「
〜
抄
」
と
名
付
け
ら
れ
る
注
釈
書
の
出
現
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
の
か
、
そ
こ
に
は

「
抄
撮
の
学
」
の
範
囲
を
超
え
て
出
典
を
明
示
せ
ず
に
注
釈
だ
け
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
「
日
本
書
紀
抄
」
の
成
立
に
は
五
山
禅
僧
の
学
問
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ

る
。
大
陸
の
注
釈
方
法
が
五
山
文
学
を
通
し
て
理
解
さ
れ
、
そ
れ
が
「
日
本
書
紀
抄
」
と
し
て

『
日
本
書
紀
』
注
釈
に
応
用
さ
れ
、
以
後
の
注
釈
活
動
が
継
承
し
近
世
の
注
釈
学
に
強
い
影
響

を
与
え
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
三
章
「
後
抄
本
「
日
本
書
紀
抄
」
の
注
釈
と
本
文
」
で
は
、
吉
田
家
に
お
け
る
「
日
本
書

紀
抄
」
の
展
開
を
、
そ
の
発
生
と
現
存
す
る
諸
本
か
ら
検
討
し
、
な
か
で
も
〈
後
抄
本
〉
は
、

従
前
の
「
日
本
書
紀
抄
」
と
は
異
な
り
『
日
本
書
紀
』
本
文
を
抄
出
せ
ず
、
卜
部
家
の
『
日
本

書
紀
』
本
文
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
か
ら
口
伝
あ
る
い
は
家
伝
か
ら
、
文
献
注
釈

へ
の
大
き
な
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
を
検
証
す
る
。
ま
た
、
諸
本
の
形
態
を
通
し
て
家
学
伝
授
と

し
て
の
「
日
本
書
紀
抄
」
か
ら
、
講
義
を
行
う
た
め
の
「
日
本
書
紀
抄
」
へ
と
、
注
釈
の
伝
来
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方
法
が
変
化
し
た
こ
と
を
論
じ
る
。

第
四
章
「
荷
田
春
満
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
と
卜
部
家
」
で
は
、
中
世
と
近
世
の
『
日
本
書

紀
』
研
究
の
つ
な
が
り
と
し
て
、
荷
田
春
満
と
卜
部
家
の
説
を
『
先
代
旧
事
本
紀
』
論
、「
一

書
」
論
、「
凡
三
神
」
論
、
訓
読
法
な
ど
を
通
し
て
比
較
検
証
す
る
。
卜
部
家
の
説
は
直
接
的

に
春
満
に
伝
授
さ
れ
る
と
と
も
に
、
春
満
に
は
卜
部
家
の
文
献
を
介
し
て
の
影
響
も
認
め
ら

れ
、
春
満
の
学
問
が
中
世
的
な
伝
授
に
よ
る
注
釈
の
方
法
か
ら
、
文
献
を
介
し
た
近
世
的
な
研

究
方
法
へ
移
行
し
た
こ
と
を
論
じ
る
。
ま
た
訓
読
を
中
心
と
し
た
春
満
の
解
釈
方
法
は
、
文
献

解
釈
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
先
行
論
を
踏
ま
え
た
実
証
的
学
問
で
あ
る
こ
と

を
論
じ
て
い
る
。

第
五
章
「
荷
田
春
満
の
『
仮
名
日
本
紀
』」
で
は
、
東
羽
倉
家
所
蔵
の
春
満
に
よ
る
「
仮
名

日
本
紀
」
に
は
、『
日
本
書
紀
』
を
読
み
下
そ
う
と
す
る
態
度
が
認
め
ら
れ
、『
日
本
書
紀
』
を

「
や
ま
と
こ
と
ば
」
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
態
度
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、『
日
本
書
紀
』
を

訓
読
す
る
際
に
、
清
濁
を
混
用
し
な
い
よ
う
に
音
に
注
意
し
、
そ
れ
が
「
仮
名
日
本
紀
」
の
記
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述
態
度
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
春
満
の
「
仮
名
日
本
紀
」
は
近
世
に
編
ま
れ
た

『
日
本
書
紀
』
の
新
た
な
訓
読
文
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

第
六
章
「
荷
田
春
満
自
筆
『
漢
字
仮
名
交
じ
り
本
』
の
位
置
付
け
」
で
は
、
東
丸
神
社
所
蔵

の
荷
田
春
満
「
自
筆
漢
字
仮
名
交
じ
り
本
」
の
「
仮
名
日
本
紀
」
を
中
心
に
諸
本
を
比
較
検
討

し
、
春
満
説
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
目
録
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
自
筆
漢
字
仮

名
交
じ
り
本
」
は
三
手
文
庫
本
系
統
と
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
、「
仮
名
日
本
紀
」
の
諸
本
系
統

か
ら
國
學
院
大
學
蔵
の
伝
国
賢
・
種
忠
筆
本
を
中
心
に
据
え
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
論
じ
る
。

第
七
章
「
荷
田
春
満
と
賀
茂
真
淵
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
」
で
は
、
荷
田
春
満
と
賀
茂
真
淵

の
『
日
本
書
紀
』
研
究
態
度
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
読
作
業
か
ら
論
じ
る
。
比
較
す
る
テ
キ
ス
ト

と
し
て
『
日
本
書
紀
』
巻
第
三
の
神
武
紀
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
訓
読
態
度
の

違
い
か
ら
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
神
格
の
解
釈
に
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
ほ
か
に
も
文
末
の
敬
意
表

現
な
ど
に
も
差
が
見
ら
れ
、
春
満
と
真
淵
で
は
姿
勢
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
検
証
す
る
。
た

─ ８ ─



だ
清
濁
の
意
識
な
ど
は
両
者
に
共
通
し
て
お
り
、
春
満
は
古
訓
を
重
ん
じ
つ
つ
も
、
従
来
の
訓

み
を
必
ず
し
も
継
承
し
て
は
お
ら
ず
、
真
淵
は
積
極
的
な
訓
み
を
行
い
、『
古
事
記
』
に
準
じ

た
訓
読
姿
勢
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
態
度
に
は
近
世
期
の
『
日
本
書
紀
』
受
容
の
一
端
が
あ
っ

た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

第
二
部
「
近
代
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
研
究
」
で
は
、
近
代
の
研
究
者
と
し
て
、
武
田
祐

吉
と
折
口
信
夫
を
取
り
上
げ
て
、
両
者
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
方
法
と
態
度
を
論
じ
る
。

第
一
章
「
武
田
祐
吉
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
」
で
は
、
武
田
祐
吉
の
『
日
本
書
紀
』
訓
読
文

に
は
時
制
を
重
ん
じ
る
態
度
が
あ
り
、
宣
長
の
『
古
事
記
』
の
訓
読
に
通
じ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。
ま
た
武
田
の
訓
読
文
は
、
そ
れ
ま
で
の
『
日
本
書
紀
』
訓
読
文
と
は
異
な
る
も
の
で

あ
り
、
そ
こ
に
は
国
学
者
の
説
を
踏
ま
え
た
訓
読
文
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
論
じ

る
。第

二
章
「
折
口
信
夫
の
『
日
本
紀
の
会
』
と
『
日
本
書
紀
』
研
究
」
で
は
、
折
口
信
夫
の
主

催
し
た
「
日
本
紀
の
会
」
に
お
け
る
折
口
の
『
日
本
書
紀
』
講
義
に
見
ら
れ
る
そ
の
解
釈
の
特
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質
を
検
討
す
る
。
そ
こ
に
は
折
口
の
直
感
に
よ
る
本
文
校
訂
や
、
あ
る
い
は
折
口
の
「
ま
れ
び

と
」
論
か
ら
生
じ
た
訓
読
な
ど
、
折
口
独
自
の
新
解
釈
が
い
く
つ
も
確
認
さ
れ
る
こ
と
、
こ
れ

ら
折
口
の
説
は
、
従
来
の
研
究
史
・
訓
読
史
に
は
と
ら
わ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
仮
説

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
折
口
の
信
念
と
知
識
に
裏
付
け
さ
れ
た
説
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い

る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

本
論
文
が
目
的
と
す
る
主
た
る
問
題
は
、
国
学
と
い
う
学
問
が
上
代
文
献
を
ど
の
よ
う
に
研

究
し
何
を
明
ら
か
に
し
て
来
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
上
代
の
文
字
文
献
が
中
華
文
明

の
漢
字
か
ら
出
発
し
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
漢
字
文
明
の
中
か
ら
自
国
を
意

識
す
る
こ
と
で
国
学
の
形
成
す
る
状
況
が
伺
え
る
と
す
る
の
が
本
論
文
の
大
き
な
前
提
で
あ

る
。
本
論
文
の
題
が
「
国
学
に
お
け
る
上
代
文
学
研
究
の
方
法
」
と
し
た
の
も
、
大
陸
の
学
問

が
上
代
文
献
の
研
究
に
与
え
た
影
響
を
前
提
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
訓
詁
・
注
釈
の
方
法
を
も
っ
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て
ど
の
よ
う
に
国
学
と
い
う
学
問
が
形
成
さ
れ
た
か
を
論
じ
る
こ
と
に
あ
る
。
な
か
で
も
『
日

本
書
紀
』
は
そ
の
完
成
と
と
も
に
講
筵
が
行
わ
れ
て
お
り
、
国
学
形
成
の
上
で
は
極
め
て
重
要

な
位
置
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
本
論
文
で
は
『
日
本
書
紀
』
を
研
究

対
象
と
し
て
、
近
代
に
至
る
国
学
者
た
ち
の
研
究
方
法
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。『
日
本

書
紀
』
が
『
古
事
記
』
と
は
研
究
史
の
上
で
大
き
く
異
な
る
扱
い
を
受
け
て
来
た
こ
と
を
考
え

る
な
ら
ば
、
本
論
文
の
立
場
は
妥
当
で
あ
る
。

こ
こ
で
本
論
文
は
、
国
学
の
研
究
方
法
が
大
陸
に
お
け
る
古
典
研
究
の
方
法
論
を
受
容
す
る

こ
と
で
生
じ
た
こ
と
、
そ
れ
は
近
世
国
学
の
よ
う
に
時
代
を
特
定
す
る
用
語
や
概
念
で
は
な
い

こ
と
、
何
よ
り
も
上
代
文
献
が
漢
字
の
招
来
に
よ
り
す
べ
て
漢
字
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
宿
命
を

背
負
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
し
か
し
な
が
ら
上
代
文
献
が
成
立
す
る
と
同
時
に
、
そ
こ

に
は
国
学
的
な
も
の
が
発
生
し
た
と
考
え
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
特
に
純
粋
な
漢
文
体
表
記

と
さ
れ
る
『
日
本
書
紀
』
は
、『
万
葉
集
』
や
『
古
事
記
』
と
は
異
な
り
、
漢
語
・
漢
文
の
書

と
し
て
も
、
あ
る
い
は
訓
読
を
通
し
て
和
語
の
書
と
し
て
も
理
解
で
き
る
文
献
で
あ
る
。
そ
の
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た
め
そ
こ
に
は
漢
語
と
和
語
と
が
共
存
し
て
お
り
、
訓
読
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
両
者
の
連
接

が
認
め
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
。『
日
本
書
紀
』
本
文
に
見
え
る
和
語
と
漢
語
と
の
交
渉
の
中
で

成
立
し
た
漢
字
文
献
を
も
っ
て
、
そ
の
交
渉
の
様
態
を
国
学
形
成
史
の
問
題
と
し
て
考
え
る
な

ら
ば
、
そ
れ
は
時
代
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
学
問
の
方
法
と
し
て
文
献
を
ど
の
よ
う
に
理

解
す
る
か
が
国
学
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
と
い
う
の
で
あ
り
、
こ
の
態
度
も
妥
当
な
も
の
と

思
わ
れ
る
。
以
下
に
、
本
論
文
の
特
質
と
評
価
を
述
べ
る
。

本
論
文
が
『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
史
に
目
を
向
け
、
講
筵
の
歴
史
と
『
日
本
書
紀
私
記
』
や

『
日
本
書
紀
抄
』
あ
る
い
は
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
な
ど
の
成
立
と
訓
詁
・
注
釈
の
方
法
を
検
討

す
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
な
か
で
も
「
私
記
」「
抄
」「
纂
疏
」
な
ど
の
注
釈
類
の
生
成
に
は
、

中
国
に
お
い
て
私
記
・
抄
・
纂
疏
と
名
付
け
る
書
物
と
の
関
係
か
ら
、
注
釈
の
成
立
す
る
根
拠

を
見
い
だ
す
。
こ
の
こ
と
は
注
釈
の
方
法
の
モ
デ
ル
を
明
ら
か
に
し
た
の
み
で
は
な
く
、
学
問

の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
意
義
を
見
い
だ
し
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
よ
う
。
特
に
『
日
本
書
紀

抄
』
の
成
立
に
関
し
て
見
れ
ば
、「
抄
」
の
持
つ
意
味
を
漢
籍
か
ら
見
い
だ
し
、
そ
の
上
で
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『
日
本
書
紀
』
本
文
と
卜
部
系
諸
本
と
の
具
体
的
な
比
較
を
通
し
て
位
置
づ
け
る
態
度
は
、
論

証
の
方
法
と
し
て
正
当
で
あ
る
。「
抄
」
が
「
抄
撮
の
学
」
と
し
て
成
立
す
る
が
、
そ
の
成
立

に
は
五
山
禅
僧
と
の
学
問
的
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
、
大
陸
の
注
釈
方
法
が
、
五
山
文
学
を
介

し
て
持
ち
込
ま
れ
、『
日
本
書
紀
』
注
釈
に
応
用
さ
れ
て
中
世
の
注
釈
活
動
を
支
え
、
さ
ら
に

近
世
の
注
釈
方
法
へ
と
影
響
を
与
え
た
と
論
じ
る
の
は
、
極
め
て
重
要
な
見
通
し
で
あ
る
。
こ

う
し
た
五
山
の
訓
詁
・
注
釈
方
法
が
背
後
に
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
え
る
の
は
、『
日

本
書
紀
』
研
究
の
上
で
軽
ん
じ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
仙
覚
や
契
沖
あ
る
い
は
家
学
を
も
含

め
て
よ
り
具
体
的
な
検
証
が
望
ま
れ
る
部
分
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
歴
史
を
確
認
し
つ
つ
、
続
い
て
荷
田
春
満
に
よ
る
「
仮

名
日
本
紀
」
に
つ
い
て
論
じ
る
。
本
論
が
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
上
で
も
っ
と
も
重
視
す
る
の

が
荷
田
春
満
の
業
績
で
あ
り
、
論
者
自
ら
が
荷
田
春
満
の
資
料
調
査
に
加
わ
り
実
見
し
た
成
果

が
大
き
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。「
荷
田
春
満
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
と
卜
部
家
」
で
は
、

中
世
と
近
世
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
繋
が
り
と
し
て
、
荷
田
春
満
と
卜
部
家
の
説
を
訓
読
法
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を
通
し
て
比
較
検
証
し
、
卜
部
家
の
説
が
春
満
に
認
め
ら
れ
て
直
接
的
に
伝
授
さ
れ
た
ほ
か

に
、
卜
部
家
の
文
献
を
介
し
て
の
影
響
も
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
春
満
の
学

問
が
中
世
的
な
「
伝
授
」
の
学
か
ら
文
献
を
介
し
た
近
世
的
な
研
究
方
法
へ
と
移
行
し
た
こ
と

を
意
味
す
る
と
す
る
。
こ
の
指
摘
は
、
国
学
の
学
問
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。「
荷
田
春

満
自
筆
『
漢
字
仮
名
交
じ
り
本
』
の
位
置
付
け
」
で
は
、
東
丸
神
社
所
蔵
の
荷
田
春
満
「
自
筆

漢
字
仮
名
交
じ
り
本
」
の
「
仮
名
日
本
紀
」
を
中
心
に
諸
本
を
比
較
考
察
し
、
春
満
説
は
反
映

さ
れ
て
い
な
い
が
、
目
録
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
自
筆
漢
字
仮
名
交
じ
り
本
」
は
三
手
文

庫
本
系
統
と
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
、
國
學
院
大
學
蔵
の
伝
国
賢
・
種
忠
筆
本
が
重
要
な
位
置
に

あ
る
こ
と
、
ま
た
「
仮
名
日
本
紀
」
は
『
日
本
書
紀
』
の
訓
読
史
と
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
「
荷
田
春
満
と
賀
茂
真
淵
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
」
で
は
、

『
日
本
書
紀
』
神
武
紀
を
対
象
と
し
て
荷
田
春
満
と
賀
茂
真
淵
の
訓
読
法
を
比
較
検
討
し
、
両

者
に
は
解
釈
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
確
か
め
て
い
る
。
春
満
は
古
訓
を
重
ん
じ
つ
つ
も
従
来
の

訓
み
を
必
ず
し
も
継
承
し
て
は
お
ら
ず
、
真
淵
は
積
極
的
な
訓
み
を
行
い
、『
古
事
記
』
に
準
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じ
た
訓
読
姿
勢
が
認
め
ら
れ
、
近
世
期
の
『
日
本
書
紀
』
受
容
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

と
す
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
は
具
体
的
な
本
文
分
析
を
通
し
て
得
ら
れ
た
結
論
で
あ
り
大
き
な
成

果
と
し
て
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

続
く
「
近
代
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
研
究
」
で
は
、
近
代
の
研
究
者
と
し
て
、
武
田
祐
吉

と
折
口
信
夫
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
方
法
と
態
度
を
取
り
上
げ
る
。
武
田
祐
吉
の
『
日
本
書

紀
』
研
究
で
は
、
訓
読
文
は
時
制
を
重
ん
じ
る
態
度
が
あ
る
こ
と
、
そ
こ
に
は
宣
長
の
『
古
事

記
』
の
訓
読
に
通
じ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
武
田
の
訓
読
文
は
、
そ
れ
ま
で
の
『
日
本
書
紀
』
訓

読
文
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
国
学
者
の
説
を
踏
襲
し
た
訓
読
で
は
な
い
か
と
論
じ
る
。
一

方
の
折
口
信
夫
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
は
、「
日
本
紀
の
会
」
に
お
け
る
講
義
ノ
ー
ト
か
ら
判

断
す
る
と
、
折
口
の
直
感
に
よ
る
本
文
校
訂
や
折
口
の
「
ま
れ
び
と
」
論
か
ら
生
じ
た
訓
読
な

ど
、
独
自
の
新
解
釈
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
折
口
の
説
は
、
従
来
の
研
究
史
・
訓
読
史
に
左

右
さ
れ
ず
、
仮
説
で
あ
っ
て
も
折
口
の
信
念
と
知
識
に
裏
付
け
さ
れ
た
説
で
あ
る
と
論
じ
て
い

る
。
近
代
に
お
い
て
国
学
を
継
承
す
る
武
田
・
折
口
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
に
至
る
ま
で
視
野
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を
広
げ
て
い
る
こ
と
は
、
近
代
国
文
学
研
究
へ
と
繋
が
る
問
題
で
あ
り
、
さ
ら
に
現
在
の
『
日

本
書
紀
』
訓
読
に
も
関
わ
る
問
題
で
も
あ
る
か
ら
、
今
後
の
調
査
が
期
待
さ
れ
る
。

以
上
が
本
論
の
審
査
の
結
果
の
要
旨
で
あ
る
が
、
改
め
て
纏
め
る
な
ら
ば
、
本
論
文
が
『
日

本
書
紀
』
を
対
象
と
し
て
国
学
形
成
時
の
研
究
方
法
を
論
じ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
方

法
と
し
て
五
山
文
学
の
訓
詁
・
注
釈
に
視
点
を
向
け
た
の
も
評
価
で
き
る
。
課
題
と
し
て
は
五

山
文
学
の
注
釈
方
法
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
単
一
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
よ
り

深
く
実
態
を
把
握
し
て
国
学
の
方
法
と
し
て
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
さ
ら

に
論
者
自
身
の
「
国
学
」
と
い
う
概
念
も
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
論
文
が

上
代
か
ら
近
代
ま
で
と
い
う
長
い
歴
史
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
概
観
的
で
あ
る
と
こ
ろ

も
認
め
ら
れ
、
今
後
は
こ
れ
ら
の
細
部
を
埋
め
て
行
く
作
業
も
必
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
一
般
に
『
古
事
記
』
を
も
っ
て
論
じ
ら
れ
る
国
学
の
学
問
に
対
し
、
研
究
の
少
な

い
『
日
本
書
紀
』
を
通
し
た
国
学
の
形
成
と
研
究
方
法
を
論
じ
た
こ
と
は
評
価
に
値
す
る
も
の

で
あ
り
、
さ
ら
に
い
え
ば
國
學
院
の
学
問
へ
の
総
括
的
な
批
評
を
内
包
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
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今
後
の
研
究
の
方
向
性
も
う
か
が
わ
れ
、
本
論
文
の
提
出
者
で
あ
る
渡
邉
卓
は
、
博
士
（
文

学
）
の
学
位
を
授
与
せ
ら
れ
る
資
格
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
十
八
日

主
査

國

學

院

大

學

教

授

辰

巳

正

明

◯印

副
査

國
學
院
大
學
大
学
院
客
員
教
授

近

藤

信

義

◯印

副
査

國
學
院
大
學
兼
任
講
師

城

崎

陽

子

◯印

─ １７ ─



渡
邉

卓

学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

左
記
三
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
問
を
行
っ
た
結
果
、
博
士
（
文

学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
一
日

学
力
確
認
担
当
者

主
査

國

學

院

大

學

教

授

辰

巳

正

明

◯印

副
査

國
學
院
大
學
大
学
院
客
員
教
授

近

藤

信

義

◯印

副
査

國
學
院
大
學
兼
任
講
師

城

崎

陽

子

◯印

─ １９ ─


